














〔研究目的〕 

 生活環境や食生活の欧米化にともなって,体位の向上,生存年齢の延長,脳卒中の減少な

どの好ましい事実がみられる反面,動脈硬化による虚血性心疾患が増加するという憂慮す

べき事態も発生している。動脈硬化の大きい原因の一つとして高脂血症があげられ,成人期

の動脈硬化の萌芽は小児期に存すると云われる。小児の高脂血症は種々の要因によって起

こるが,中でも肥満や食事による二次性の高脂血症がもっとも多い。そのほか学童生徒の高

脂血症スクリーニングにより,家族性高コレステロール血症がかなりの頻度に存在するこ

とが明らかとなってきており,これらの患者の管理も重要な問題となってきている。 

 本研究では小児期の高脂血症の実態を把握し,現代の小児のもつ危険因子を明らかにす

るとともに,高脂血症の発現,進展を予防するための生活指導指針を確立することを目的と

する。 


